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第 72回卒業証書授与式（３月３日） 

新型コロナウイルス感染症対策のための一斉臨時休業という非常事態

の中、３日午後１時より、深志 72 回の卒業式を講堂にて挙行いたしまし

た。実施するにあたっての県からの指示は、①卒業生および職員のみの

卒業式とする、②時間を短縮して実施する、③自校の生徒・職員に感染

者が発生した場合は中止とする、の３点でした。前週、大学受験で全国

各地に出かけて行った３年生だけに、最悪の③がないことを祈る思いで

したが、無事３日を迎えることができました。当日は朝から快晴で早春

らしい爽やかな空気に包まれ、午前中から保護者の方々と連れだって、１棟玄関前で記念写真を撮

る姿が見られました。式は、開式の辞→国歌斉唱→卒業証書授与（代表１名）→学校長式辞→在校

生代表挨拶（送辞）→卒業生代表挨拶（答辞）→記念品贈呈（冷風扇）→校歌斉唱→閉式

の辞→卒業生退場、と最小限にまとめられ、全体で 30 分というコンパクトな卒業式でした。

式辞では、「深志の学校生活は講堂で始まり講堂で終わる。入学式も卒業式も講堂で行われ

ていた時代が長く、皆さんは、特別な事情ではあるが、実に久しぶりに、講堂で卒業式を

行うことになった。小林有也松本中学初代校長の『起居有禮』の扁額がずっと深志生を見

守ってきた、由緒ある講堂。起居に礼あり、この小林有也先生のメッセージが、いや深志

高校が発信し続けてきた全てのメッセージが、深志で高校生活を送った皆さんの心に、し

っかりと届いていることを信じたいと思う。深志生は単に深志生であるだけ、あるいは深志生であ

っただけでは価値がない。深志高校を離れたときに、深志で学んだ成果を生かし、その価値を一人

一人の人生において実現し、社会に何かしら還元できたときに、初めてその価値が輝き始める。た

った一度の人生。自分が生まれてきた理由は何か。自分の強みや

好きはどこにあるのか。自分自身が何をすることによって、社会

に貢献できるのか。自分の人生を大きく構想し、その人生設計に

向けて、今日から、一歩を踏み出していってほしい。そして、人

生における謙虚さを忘れることなく、深志高校を誇る人間ではな

く、深志高校が誇る人間になっていってほしいと願っている」と

いうようなことを話しました。現生徒会長の岡部くんの送辞は、

出席できなかった在校生の分の思いもこもった、とても温かなメ

ッセージでしたが、ここでは前生徒会長の花岡さんの答辞の一部を紹介します。「この濃密な三年

間のなかで、私たちが得たものは何であったでしょうか。それぞれに異なる思いがあるかもしれま

せんが、私はそれを、一生ものの思い出、強い友情、多くの知識、多様な価値観、個性を認め合え

る土台、そして『考える力』であったと感じています。『自治』を何より重んじる深志の校風の中

で、何かを達成しようとするときはいつでも、自分たちで考え行動する必要がありました。工夫や

話し合いを重ねるなかで、何が最も重要なことか、何を改めていくべきかを見極めることが求めら

れ、自らの責任の下で主体的に考える力が身についたのだと思います。大盛況に終わったとんぼ祭

記念撮影スポット「１棟玄関前」 



や、運動・学芸協議会、または各個人の成果など様々

な場面にその過程と結果を見ることができました。今

まで当たり前のように感じてしまっていたことですが、

この学び舎を卒業しようとしている今改めて、自らを

高められる環境で過ごせたことを幸せに、誇りに思い

ます。令和という新たな時代がはじまっても、気候変

動や大規模自然災害は収まることなく、世界情勢は混迷を極めます。はじめは遠い世界のように思

えた出来事が、自分たちの身近な生活に大きな影響を与えることを最も強

く実感しているのはこの場にいる私たちかもしれません。このような先行

きの見えない社会に直面する私たち若者は、ともすれば社会を諦観し無気

力に陥ってしまいがちです。しかしまた、今年度は国内外の声を上げる若

者たちが注目された年でもありました。彼らのように、これからを自分の

頭で考える力を、可能性を私たちはきっと持っています。それはここ深志

高校で学んだ財産です。自分たちの未来は自分たちで切り開くという気概

を持って、私たちはそれぞれに進む道の第一歩を、強く踏み出していきたいと思います」校歌斉唱

で、前応援団長の関口くんが壇上に立ったあたりから胸が一杯にな

り、卒業生退場で吹奏楽部と在校生の有志による「さくら」の合唱

が始まった頃には、風景は涙にゆすれて歪んで見えました。第七十

二回の卒業生の皆さんが輝ける未来に向かって大きく飛躍すること

を期待しています。なお、卒業式の様子は YouTube で 10 日まで限定

配信し、卒業式後のホームルームの様子も含めて編集したＤＶＤ（放

送委員会制作）を、今月中に卒業生のご自宅へ郵送する予定です。 

その他の話題をいくつか 
★ ５日と６日に、１･２年生対象の教材配布と教科書

販売を行いました。今後の教材配布については、１年

生は、Classi を通じて教材、動画（YouTube 経由）等

を配信します。また２年生は、専用ホームページ（URL

はメールで連絡済）を通じて教材、動画（YouTube 経

由）等を配信します。内容については、次号で紹介します。生徒諸君は自主的かつ主体的に自宅学

習に取り組んでください。また初の試みですので、教材について建設的な意見も寄せてください。 

今週の予定（臨時休業、後期選抜） 

日 曜日 行  事  等 その他(主に校長動向) 

 ９ 月 臨時休業 校舎内立入禁止  

１０ 火 後期選抜 登校禁止  

１１ 水 校舎内立入禁止 再編説明会（松本）→ 中止 

１２ 木   （17 日まで） 再編説明会（安曇野）→ 中止 

１３ 金   

１４ 土   

１５ 日 松本市長選挙  

１６ 月 臨時休業  

 


